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研究成果の概要（和文）：本研究は、古代日本の遺跡出土の織物と紡織具の形態学的分析と技術復元を進め、製
糸・製織の分業や生産の担い手、織物の流通の実態を明らかにし、その社会的・文化的特質を見出すことを目的
とした。
まず、麻と絹それぞれの紡織技術の特徴をみるために、糸や織物組織の形態観察を行った。続いて、日本及びア
ジア沿岸地域の紡織にかかわる考古資料や民俗・民族資料に基づき織成実験を行い、紡織具の型式や用法、織物
の規格について検証した。さらに、腰機で布を織る女性を表した機織形埴輪や紡織に関わる文字資料、祭祀にか
かわる紡織具等を総括的に検討し、女性労働としての織物生産をとりまく古代社会の諸相を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to conduct morphological analysis and 
technological reconstruction of textiles and spinning and weaving tools excavated from 
archaeological sites, to clarify the production system and the circulation of textiles, and to 
discover the social and cultural characteristics in Ancient Japan.
First, I observed and analyzed the morphology of yarns and textile structures in order to examine 
the characteristics of spinning and weaving techniques of ramie, hemp, and silk. Then, I conducted 
weaving experiments based on archaeological and ethnographic materials in Japan and other Asian 
coastal areas and examined the type and usage of spinning and weaving tools and textile standards. 
In addition, I researched on Haniwa expressed women weaving cloth on back-strap looms, 
textile-related written materials, and spinning and weaving tools used in rituals comprehensively to
 clarify various aspects of ancient society surrounding textile production as women's labor.

研究分野： 考古学

キーワード： 紡織　織物　腰機　女性　古墳時代　律令時代

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
古代日本では、麻や絹を素材とする織物が衣料としてのみならず、交換財としても流通し、製糸と製織の工程か
らなる「紡織」は、社会経済を支える基幹的な手工業であった。しかし、遺跡から出土する織物や紡織具は断片
的で、その資料的制約のため、技術や生産体制についての議論が不十分であった。
本研究では、出土織物・紡織具の形態分析、アジア沿岸地域の考古資料、民俗・民族資料との比較による技術復
元を行うことで、古墳時代後期から律令時代までの紡織技術の変化や生産体制の特徴、調庸物として納める織物
の規格、公的な文献史料に表れにくい女性労働の実態について新たな知見を得ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

古代日本では麻や絹を素材とする織物が衣料としてのみならず、交換財としても流通し、製糸
と製織の工程からなる「紡織」は社会経済を支える基幹的な手工業であった。これまで、紡織に
かかわる研究は、①紡錘や木製紡織具の形態・用途についての考古学的分析、②文献史料にみる
律令時代の織物生産体制の検討、③文化財科学の手法による繊維分析、④染色や織り技法の実
験・復元等に大別でき、それぞれの分野で蓄積されてきた。  

報告者はこれまで考古学の遺跡出土の各種紡織具の分析により、紡織技術や生産体制につい
て研究を進めてきたが（東村純子 2011『考古学からみた古代日本の紡織』六一書房）、基本的な情報が
不足している織物との関係が明らかでなかった。また、生産の担い手についても、技術の形態や
分業体制を踏まえた多角的な視点からの議論が必要である。 

出土織物については素材、組織、用途を総合的に研究する「繊維考古学」が提唱され、日本の
出土繊維製品の集成が進められてきたが（沢田むつ代 2005「繊維考古学の可能性」『季刊考古学』91

等）、織り技法等について紡織具の分析と合わせて検討した事例は数少ない。 

また、近年、中国や韓国では埋葬墓や低湿地遺跡での紡織具や織物の出土例が増え、東南アジ
アではインドから中国南部までをネットワークとする織物の生産流通、技術交流の研究が進ん
でいる（J. Cameron 2006“Uncovering Southeast Asia’s Past”, National University of Singapore 等）。
このような背景から、中国大陸・朝鮮半島から東南アジアの沿岸部の地域（以下、アジア沿岸地
域と呼ぶ）と比較した、古代日本の出土織物と紡織具の形態学・技術学・分業論の考古学的研究
を進める。 

 

２．研究の目的 

本研究は、古代日本の紡織技術と織物の生産流通の具体相について、出土織物と紡織具の形態
学的分析を基軸に検討し、アジア沿岸地域との比較からその社会的・文化的特質を解明すること
を目的とする。まず、麻・絹それぞれの素材の織物と、紡織具について考古学の手法による調査
を行う。織物の組織や糸の形態観察から得られる技術の特徴と、紡織具の型式や用法との対応関
係を見出し、織物生産・流通の実態を追究する。続いて、出土織物と紡織具、紡織に関わる文字
資料、織手の具体像を表す資料等を総括的に検討することで、性別分業による女性労働としての
織物生産の諸相を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

弥生時代から律令時代までの出土織物と紡織具、関連する文献史料、及びアジア沿岸地域の紡
織にかかわる考古資料、民俗・民族資料を対象とした調査を、以下の方法により行う。 

（１）マイクロスコープによる出土織物の観察 
遺跡から出土した織物についてデジタルマイクロスコープ等を用いて観察・記録を行い、糸の

形態的特徴や織りの組織を確認する。麻と絹の素材別にみた差異を踏まえつつ、麻については平
織の地合いの時期的変化、絹については綾等の各種組織の出現時期等について検討する。律令時
代の織物については、正倉院に伝わる織物の近年の調査成果も参照し、検討を進める。 

（２）出土紡織具の集成と形態分析 
遺跡から出土した木製の紡織具について、器種ごとに形態的特徴を把握し、写真撮影・実測等

による記録を行う。特に、糸擦れ痕は、経糸を上下に開口する具や緯打具に残ることが多く、そ
の状態を確認するとともに、これら紡織具の用法と出土織物との関係を検討する。また、古墳時
代中期以降の土製模造品や古墳時代後期の機織形埴輪等の調査を行い、その形態的特徴につい
て木製品と比較検討する。さらに、アジア沿岸地域の遺跡出土の織物や木製の紡織具について情
報を収集し、古代日本の紡織技術との類似点・相違点をみる。 

（３）民俗・民族例にみる機の技術の調査と復元・織成実験  
アジア沿岸地域の紡織にかかわる民俗・民族資料について、経糸がかけられた状態の機を中心

に、糸の素材・機の型式・機の部材に残る使用痕等を確認し、写真撮影・実測等による記録を行
う。考古資料と民俗・民族資料に即して機の部材を復元し、織成実験を行い、各部材の形態的特
徴と用法、織手の動作等について検証する。 
 
４．研究成果 

考古学からみた出土織物と紡織具の形態学・技術学・分業論の展開について、「技術」を基軸
として、「形態」、「生産」、「女性」の３つのテーマに分けて、以下報告する。 
（１）技術と形態 
《麻の製糸技術》 麻（大麻、苧麻）の繊維から糸を作るには、まず、手指で細長く裂いて撚

りつなぐ「糸績み」、次に、紡錘などで糸全体に撚りをかける「糸撚り」の 2 つの工程がある。
日本とアジア沿岸地域（韓国、台湾、ベトナム等）の民俗・民族例では、糸績みの技法として、
2 本の繊維を揃え、1 本の糸に撚りつなぐ「2 本揃え」等があるが、どの技法においても多くの
場合、双方の繊維に右指で Z 字方向、続いて S 字方向に撚り合わせるという基本は共通する。 



このような麻の糸績み、糸撚りの技法を、弥生～古代・中世の織物について
マイクロスコープを用いた観察により確認するとともに、紡錘の形態や使用
法を考察した。ここに一例として挙げる福井市一乗谷朝倉氏遺跡出土の鉄製
紡錘は、紡茎に S 字状の捩りがみられ、S 字方向に回転して撚りをかけたこと
が確定できる。同遺跡出土の平織の織物についてみると、全体的に緩い S 字
状の「糸撚り」と、部分的に強く撚り合わせた「糸績み」が認められる。この
S 字方向の撚りは、弥生・古墳時代の麻の織物においても共通して確認できる
こと、古墳時代後期から古代・中世にかけて、先端部に S 字状の鈎をもつ鉄製
紡錘が存在することから、通時的な技術であったと考えられる。 
 また、撚りをかけた糸は、工の字形に組んだ「桛」に巻き上げる。桛の大き
さと巻き方により、「綛」（糸束）の１周の長さが決まるが、日本や台湾の民俗・
民族例では、麻素材の糸を扱うため、比較的大きな桛が使用される。そこで、
弥生時代以降の遺跡から出土した桛について、同形のものを復元し、民俗・民
族例を参照しつつ、使用法について検証した。 
《絹の製糸技術》 絹の繊維は、蚕の繭から引き出したものである。麻の繊

維にみられるような糸績みは行われないため、考古学的な見地から素材の判
別がある程度可能である。また、絹糸は撚りがかけられていないものが大半
で、織り密度も高いのが一般的である。 

ただし、滋賀県彦根市稲部遺跡で出土した古墳時代前期の繊維製品は、元興寺文化財研究所に
よる繊維の断面観察により、経糸が撚りのかかった絹糸であることが判明した。織り組織は、経
三枚綾（綾杉文を構成）で黒漆が塗布されている。集落遺跡での出土でありながら、前期古墳に
副葬された靫を構成する織物と同じ特徴をもつ点が注目される。また、一部に別の織り組織もみ
られることから、織成実験を行い、織り技法について検討した。本例は、弥生時代に一般的な平
織の絹とは系譜の異なるものであり、今後検討の余地がある。この他、栃木市伯仲１号古墳出土
の繊維製品（経錦等）、福井市龍ヶ岡古墳出土の繊維製品、福井市鼓山古墳出土の靫等の調査を
行った。 
《機の構造と製織技術》 古代日本で使用された機として、腰機と高機とがある。腰機は主に

麻素材の、高機は主に絹素材の織物を織成するために、それぞれに発達した技術であることを、
アジア沿岸地域の考古資料や民
族資料に基づき、考察した。 

絹の繊維は柔軟で、性質上、色
に染まりやすいことから、多彩
な染色と複雑な組織により文様
をあらわす技術が発達した。古
代中国では経糸優位の高密度な
平織の絹が織られたことが、「経
錦」の発生につながったと考え
られ、古代日本では 7 世紀後半
までは経錦の、8 世紀に入ると西
方起源ではあるが、絹素材の緯
錦の製法がもたらされたことが
知られる。これを踏まえて、近
年、中国の東周時代～漢代の遺
跡（埋葬墓）から出土した製織に
かかわる副葬品を取り上げ、機
の形態とその変化について確認
した。 

腰機は、織手が腰の動きで経
糸の張力を緩めながら織るた
め、硬直で撚りつないだところ
が切れやすい麻素材に適してい
る。特に、輪状式の無機台腰機で
は経糸の配列を揃える「筬」がな
いために、経糸の配色や浮き沈
みによる経糸優位の文様表現が
よくみられる。これらの特徴を
確認するため、台湾、ベトナム、
ラオス等の民族例を調査した。
さらに、上述した調査例を含む、
弥生～古代・中世の織物につい
て、織り組織の特徴と糸の素材、
機の構造との関係について検討
を進めた。 

織物の組織と素材 

鉄製紡錘 

 



《機織形埴輪にみる紡織技術》 これまで、遺跡出
土の機部材の分析により、弥生～古墳時代には輪状
式の無機台腰機が、古墳時代中・後期以降は、直状式
の有機台腰機が用いられたことが推定されてきた
が、新たに古墳時代後期の栃木県下野市甲塚古墳で
出土した機織形埴輪２基が公表され、輪状式と直状
式の２種の腰機が併存したことが裏付けられた。 

埴輪の表現をみると、実際の腰機の部材の特徴を
よく捉え、忠実に模造されていることが指摘できる。
また、機にかかる経糸と織手との関係も明白である。
なかでも、注目できるのが、輪状式の無機台腰機を模
した機織形埴輪において、「二脚台」の表現が認めら
れる点である。二脚台は、群馬県前橋市上細井稲荷山
古墳出土の石製祭器の検討により、機を構成する部
品と推定されてきたが、用途は不明瞭であった。 

そこで、遺跡出土の木製二脚台の復元模型を用いた織成実験を行い、埴輪にみられる二脚台の
表現方法やアジア沿岸地域の民族例との比較等から、その用途について考察した。 

なお、機織形埴輪の類例として、新たに茨城県つくば市上境作ノ内古墳において周溝から埴輪
片が出土した。本例は、楕円形の基台に腰機の脚とみられる柱が２本並立し、片方の柱の内側に
経糸の開口操作を行うための「足縄」の表現がみられる。この足縄の表現から直状式の有機台腰
機を模したものであることが明らかである。関東とその周辺地域では畠作優位の気候条件のも
と、麻栽培と布生産が盛行していたことが文献史料からも知られるが、これら機織形埴輪は古墳
時代後期の当地域における麻素材の織物生産の実態を示すものである。 
 
（２）技術と生産 
《二種の腰機と布の規格》 古墳時代後期に併存した輪状式の無機台腰機と直状式の無機台

腰機の技術が、律令制下の織物（特に、麻素材の布）の規格を決定づける要因の一つとなったこ
とを考察した。 

律令制成立期の麻素材の調布（端を単位とする布）と庸布（常・段を単位とする布）について
令規定をみると、端布の幅は、大宝令制定時の 2 尺 4 寸のまま変わることなく、常布・段布の幅
も同様であったとみられるのに対し、布の長さは端布が 5 丈 2 尺、常布が 1 丈 3 尺（段布は 2 尺
6 寸、後に 2 尺 8 寸に変更）と大きく異なる。この布長の差異に着目すると、輪状式と直状式の
2 系統の製織技術に一致することがわかる。 

輪状式の無機台腰機で織れる布長は、基本的に織手の足の長さの 2 倍に限られる。一方、直状
式の有機台腰機はあらかじめ経糸を長く巻いた布巻具を機台にのせるため、織れる布長は 10 数
ｍ以上となる。機の操作の利便性も良く、より長い布を効率よく織ることができたと考えられる。 
《律令制成立期の調庸布生産の再検討》 調布や庸布として貢納する端布・常（段）布生産に

ついて、これまで両者の布長の差異は、ほとんど考慮されることなく、「調庸布」として一括り
に論じられてきた。しかし、本来、異なる技術系統にあるはずの端布生産と常（段）布生産とは
分けてみる必要がある。そこで、まず、遠江国敷智郡衙に比定される静岡県浜松市伊場遺跡を事
例として、直状式の有機台腰機を構成する部材、段布の付札木簡等を再検討し、郡衙を拠点とし
た端布生産の具体相を明らかにした。 

次に、段布の生産と流通について、長野県更埴市屋
代遺跡出土の郡符木簡、正倉院に伝わる商布の墨書
銘、茨城県石岡市鹿の子 C遺跡出土の漆紙文書等から、
集落で生産された段布が、在地社会で流通し、商布等
として転用された背景を読み取った。 

また、布幅について古墳時代後期に遡ってみると、
2 系統の腰機と高機により、幅 50～60 ㎝のものが織ら
れたことが、出土部材の分析から判明する。これに関
して輪状式の無機台腰機を構成する布送具として、埼
玉県熊谷市諏訪木遺跡例等の調査を進め、律令時代ま
での変化を追った。 

さらに、律令時代の集落においてもこの幅の布が自
家用に織られ、消費されていた可能性を、正倉院に伝
わる信濃国の布袋や大阪府高槻市上田部遺跡出土の
管大杼等から示した。文献史料に陸奥・出羽国の調庸
としてみえる「狭布」（幅 1 尺 8 寸、約 53 ㎝）は、こ
れに類するものであろう。中央での衣料需要には対応
しない規格であったが、一般的な衣料としては十分で
あり、後述するように、布幅は、織手の身体長による
制約内で必要に応じて変えることができる。このこと
から、令制下、一般的な布幅 50～60 ㎝よりも、10 数

甲塚古墳出土の機織形埴輪 

腰機の部材 

 

1～5.管大杼 6～7.布巻具 8～10.布送具 



㎝広く規定された布を織ることは、織手の技量次第で
可能であり、従来想定されてきたほど技術的な隔たり
はないと考えられる。 
《アジア沿岸地域の民族例と布の規格》 令に規定

された布幅 2 尺 4 寸（約 71 ㎝）までは、身体長による
制約を受けないことを、アジア沿岸地域に伝承される
腰機の技術を参照し、推察する。国立民族学博物館や
西脇市郷土資料館等に所蔵される腰機の調査を行い、
機の部材の実測等を進めた。その上で、アジア沿岸地
域の腰機を C1 型から H3 型に分類し、その特徴につい
て考察した。 

なかでも、ラオス南部のカトゥの輪状式の無機台腰
機は、足で経送具を保持する C1 型でありながら、機の
部材は 100 ㎝台の長さがあり、幅 80 ㎝の布を女性 1 人
で織る。また、布長をみると、カトゥや台湾のタイヤ
ルの事例では 350～400 ㎝と、通常の 2 倍の長さの布が織られる。それぞれが独自の方法で経糸
を２倍に延長し、機にかけて織る。カトゥの場合、巻きスカート２枚分を一度に織れる（経糸を
機にかける作業は１回で良い）というメリットがある。古代日本の「尋布」（尋を単位とし、長
さ約 175 ㎝）と、その倍の長さである常布との関係をみる上で示唆に富む。 
 
（３）技術と女性 

麻の栽培から製糸、布の製織は、主に女性の仕事であったことが、『万葉集』の歌により知ら
れるが、機織形埴輪や「大刀自」銘土製紡錘車等の調査、関連する文献史料の検討によりその実
態を明らかにした。 
《機織形埴輪にみる女性の織手》 機織形埴輪に表された織手をみると、甲塚古墳例のうち１

基は、直状式の有機台腰機の機台に腰を下ろした姿勢で、裾を大きく広げた下衣、頭髪等から女
性であることが明白である。もう１基は、輪状式の無機台腰機の経送具に接して筒状の下衣が表
されること、左腕に腕輪の剥離痕が残ること等から女性とみられる。また、上境作ノ内古墳例で
は、円筒の基台に下衣の裾の剥離痕が残ることから、織手は女性と推定できる。 

手指で操る麻の糸作りや足腰で支える腰機の技術は、長い年月をかけて体で習得していく。ア
ジア沿岸地域の民族例を参照すると、その技術が女性たちの間で伝承されてきたことがわかる。
古代日本においても、母系社会のなかで女性たちが保持し、伝習されたであろう。機織形埴輪は、
織物生産がまさに女性たちの労力によったことを裏付けるものである。 

さらに、甲塚古墳の人物埴輪の群像をみると、女性像と男性像とが明確に分けて配置され、女
性像の中にひときわ大きく作られた「首長層女性」と考えられる人物が認められる。２基の機織
形埴輪はその「首長層女性」の隣に並び置かれる。機織りが性別分業化された労働であることを
象徴するものであり、首長層女性が共同体内の女性たちによる織物（特に、麻素材の布）生産を
統率していたことが読み取れる。 
《女性による技術伝習と祭祀》 このような古墳時代後期の東国社会におけ

る織物生産の形態は、後の律令時代の調庸布生産の基盤となったと考えられ
る。布の貢納が義務付けられたのは、成年男子であったが、実際に布を織った
のは、麻の糸作りや腰機の技術を伝習してきた女性たちであった。 

茨城県稲敷市神屋遺跡で９世紀中頃の住居址から出土した「大刀自」銘の土
製紡錘車は、共同体内の女性労働を統率した首長層女性が神格化されたことを
示すものとして重視できる。宮中の造酒司で酒甕神として大刀自が祀られたよ
うに、女性たちによる紡織の場においても刀自神の形成がなされたのであろ
う。麻の製糸・布の製織は、女性が変わらず保持してきた生業技術であり、生
産労働として統率した首長層女性の神格化と結びつくことで確実に継承され
たと考えられる。 
 福岡県宗像市沖ノ島祭祀遺跡で出土した 8～9 世紀の金銅製模造品や伊勢神
宮等に伝わる紡織にかかわる神宝をみると、麻の製糸具（麻笥、たたり、桛）
が多くを占めることが指摘できる。文献史料によると、麻の製糸具は女神に奉
るものとしてみえ、首長層女性の神格信仰をあらわすものである。伊勢神宮では、奉斎集団であ
る麻続氏に神衣の料糸として、麻の繊維（「鬘」を単位とする繊維の束）が充てられた。麻続氏
が神衣を織るのに、麻の製糸から行う必要があったことは注視できる。この糸績みから撚りかけ
の工程においてこそ、集団内の女性たちの多大な労力を要したと考えられる。 
 タテ社会を公式とする律令体制において、女性労働とその生産物である織物は、実地で人や物
をヨコにつなげる役割を果たした。公的な史料にはあらわれにくい女性の「隠れた労働」をみつ
めることで、新たな歴史像の復元ができるだろう。 

なお、本研究の成果の一部は、「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺跡群保存活用協議会主催の
公開講座（2021 年 12 月、https://www.youtube.com/watch?v=GJq9zYoIUXo）、また、復元した輪状式の
無機台腰機については、国立歴史民俗博物館主催の企画展示「性差の日本史」（会期：2020 年 10 月

6 日～12 月 6 日）においても公開する機会を得た。 

「大刀自」銘 

ラオス南部カトゥの腰機 
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